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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
回動式の橋絡形可動接触子を接触子ホルダに遊嵌保持し、過電流が流れた際に固定接触子
と可動接触子との間に働く電磁反発力で可動接触子を開極位置に向け駆動するようにした
回路遮断器であって、前記接触子ホルダには可動接触子の接圧ばねとして機能する二組の
ばね部材を可動接触子の回転中心に対して軸対称置に配置し、閉極位置で前記ばね部材の
ばね荷重で可動接触子の接点を固定接点に押圧付勢するようにしたものにおいて、
　前記ばね部材の可動接触子に対するばね荷重作用点を、閉極位置近傍では可動接触子を
閉極方向に付勢し、開極位置近傍ではばね荷重の作用線の向きが反転して可動接触子を開
極方向に付勢するような位置に設定したことを特徴とする回路遮断器。
【請求項２】
請求項１に記載の回路遮断器において、ばね部材が捩じりコイル形のダブルトーションば
ねであり、そのばねの両端を接触子ホルダに，中央のオフセットアーム部を可動接触子の
背面に係合してその回転中心と軸対称位置に配置したことを特徴とする回路遮断器。
【請求項３】
請求項１に記載の回路遮断器において、ばね部材が板ばねであり、該ばねを撓ませた状態
で接触子ホルダと可動接触子の背面との間に跨がってその回転中心と軸対称位置に架設し
たことを特徴とする回路遮断器。
【請求項４】
請求項２または３に記載の回路遮断器において、可動接触子の回転中心に、二組のばね部
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材の荷重作用点を結ぶ方向に沿った長穴を開口し、該長穴に支軸を通して接触子ホルダに
軸支保持したことを特徴とする回路遮断器。
【請求項５】
請求項１ないし４のいずれかに記載の回路遮断器において、可動接触子を貫通する支軸が
接触子ホルダの支軸を兼ねていることを特徴とする回路遮断器。
【請求項６】
請求項５に記載の回路遮断器において、可動接触子，接触子ホルダの支軸とは別に、横一
列に並ぶ各相の接触子ホルダを貫通して開閉機構に連繋させた駆動ピンを備えたことを特
徴とする回路遮断器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オートブレーカなどを対象とした回路遮断器に関し、詳しくはその電流遮断
部の構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　頭記の回路遮断器として、その電流しゃ断部に回動式接触子ホルダに保持した橋絡形可
動接触子を採用し、過電流の通電時に固定接触子と可動接触子との間に働く電磁反発力を
駆動力として可動接触子を開極させるようにした２接点切り方式の回路遮断器が知られて
いる（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、前記回路遮断器の電流遮断部について、可動接触子と組み合わせて接触子ホルダ
に配した可動接触子の接圧ばね（閉極位置で可動接点と固定接点との間に所定の接触圧力
を与えるばね）として、ダブルトーション形の捩じりコイルばねを採用した構成のものが
、本発明と同一出願人より特願２００１－１５８０４９号で提案されており、次にその電
流しゃ断部の構造を図５(a) ～(c) に示す。
【０００４】
　図５(a) ～(c) において、１は電流遮断部のケース、２，３はケース１に内装してその
対角上に配置した電源側および負荷側の固定接触子、４は固定接触子２と３の間を橋絡す
る回動式の可動接触子、４ａは固定接触子２，３の接点に対峙して可動接触子４の両端に
設けた可動接点、５は可動接触子４を後記のように接圧ばねと組み合わせて搭載する回転
ドラム形の接触子ホルダ、６は消弧装置（グリッド）であり、可動接触子４は接触子ホル
ダ５の胴内に形成した空所５ａを直径方向に貫通するよう遊嵌した上で、該可動接触子４
の接圧ばねとして可動接触子を挟んでその上下両側（可動接触子４の回転中心Ｏに対し軸
対称位置）に一対のダブルトーション形の捩じりコイルばね（以下「ダブルトーションば
ね」と呼称する）７を介装し、このダブルトーションばね７のばね力（偶力）で可動接触
子４を回転中心Ｏの回りで閉極方向（反時計方向）に付勢するようにしている。なお、各
相の電流遮断部は横一列に組み合わせた上で、各相の接触子ホルダ５を図示されてない開
閉機構に連係し、ハンドル操作により一括して開閉操作するようにしている。
【０００５】
　また、固定接触子２，３はその先端側部分をＵ字状に折り返し、主回路に大きな過電流
（短絡電流）が流れた際に、固定接触子２，３と可動接触子４との間に働く電磁反発力を
利用して可動接触子４を開極方向に駆動して限流しゃ断を行うようにしており、さらに固
定接触子２，３のＵ字折り返し部分には磁性ヨーク８を配して、電流しゃ断時に固定／可
動接触子の接点間に発生したアークに作用する磁場を強めて消弧装置６への電磁駆動力を
強めるようにしている。
【０００６】
　ここで、接触子ホルダ５に搭載した可動接触子４の支持構造について詳しく述べると、
接圧ばねとして可動接触子４の上下両側に配したダブルトーションばね７は、図５(c) で
示すようにコイル両端にＬ字形の脚部７ａを形成し、コイル中央部分にはコ字形に屈曲し
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て側方に突き出すオフセットアーム部７ｂを形成した構造になり、該オフセットアーム部
７ｂが可動接触子４の背面（可動接点４ａと反対側の面）を跨ぐようにして架設して接触
子ホルダ５との間に撓み状態で介装し、この位置でオフセットアーム部７ｂの先端を可動
接触子４の背面に押し当てて閉極方向へ押圧するようにしている。なお、可動接触子４の
上側に配したダブルトーションばね７はそのオフセットアーム部７ｂが可動接触子４の上
面に当接し、下側に配したダブルトーションばねはオフセットアーム部が可動接触子４の
下面側に当接して可動接触子４にばね力（ばね荷重）を加えている。
【０００７】
　かかる構成により、図６(a) に示す閉極位置では、ダブルトーションばね７から可動接
触子４に加わるばね荷重ｆ1 ，ｆ2 が偶力として作用し、可動接触子４の接点４ａを固定
接触子２，３の接点に加圧して接触子圧を加えている。
【０００８】
　この閉極，通電で、主回路に過電流（短絡電流）が流れると、固定接触子２，３と可動
接触子４との間に働く電磁反発力を受けて可動接触子４が開極動作し、ダブルトーション
ばね７のばね力に抗して図５(b) に鎖線で表した開極位置に移動して固定／可動接触子間
に発生したアークを引き伸ばし、続く引外し動作により開閉機構を介して接触子ホルダ５
を時計方向に回動して遮断動作が完了する。
【０００９】
　ところで、前記のように過電流（短絡電流）が流れた際に固定接触子と可動接触子との
間に働く電磁反発力で可動接触子を開極位置に駆動して限流しゃ断する回路遮断器で高い
遮断性能を得るためには、開極動作時における可動接触子の速度が早いこと、固定／可動
接触子間に発生したアークを伸長した状態にキープすることが重要で、そのためには電磁
反発力を受けて開極した可動接触子を、アーク消滅まで開極位置に保持し続ける必要があ
る。
【００１０】
　これに対して、前記構成では図６(a),(b) で表した開極，閉極の動作状態図から判るよ
うに、ダブルトーションばね７のばね荷重ｆ1 ，ｆ2 （ベクトルで表している）は、可動
接触子４の開極，閉極位置に関係なく可動接触子４を閉極する方向に作用する。しかも、
開極動作時には固定接点と可動接点との間の極間距離が増すに連れて電磁反発力が減少す
るのに対して、可動接触子４に作用するばね荷重は逆にダブルトーションばね７の撓み量
も増して図６(c) の特性図で表すように増大する。したがってこのままでは、可動接触子
４の開極速度が減速して遮断性能が低下するほか、過電流の電磁反発力を受けて一旦は全
開位置まで移動した可動接触子４が跳ね返り，ダブルトーションばね７のばね荷重ｆも加
わって閉極位置に逆行し、接点を再投入させるおそれがある。
【００１１】
　そこで、従来では開極動作時の跳ね返りを防止する対策として、可動接触子を全開位置
に係止保持するラッチ機構を設けた構造（例えば、特許文献２参照）、可動接触子と接触
子ホルダとの間を駆動ばねで付勢される特殊なリンク機構で連繋し、該リンク機構を介し
て閉極位置では可動接触子の接点を固定接点に押し付けにような荷重を与え、開極位置で
は逆に可動接触子を開極方向へ開こうとする荷重を与えるようにした構造（例えば、特許
文献３参照）、さらには可動接触子の駆動ばねとして板ばねに凹面と凸面を形成したスナ
ップばねを可動接触子とケースとの間に架け渡し、閉極位置近傍では前記スナップばねが
可動接触子を閉極側に付勢し、開極位置近傍ではスナップばねが反転動作して可動接触子
を開極側に付勢するようにした構成のもの（例えば、特許文献４参照）などが提案されて
いる。
【特許文献１】特開平６－２８９６４号公報
【特許文献２】特開平１１－３１２４５２号公報
【特許文献３】特表２００２－５１７０６４号公報
【特許文献４】特開２００１－２１０２１６号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　ところで、前記した従来の可動接触子の跳ね返り防止策は、接触子ホルダの構造が複雑
化して部品点数も増えるほか、その接触子ホルダを含む可動機構部の質量増加が電磁反発
力による高速動作を妨げて遮断性能が低下するなどの問題点がある。なお、可動接触子の
駆動ばねにスナップばねを採用した特許文献４の構成は、一見簡易な構造で対応できるよ
うに思えるが、実際にはばね特性を可動接触子の開極，閉極動作に合わせて反転させるこ
とが難しく、しかも可動接触子が閉極／開極位置に移動する途上でスナップばねを反転さ
せるにはかなりの力を要することから、過電流の電磁反発力で開極させる際に可動接触子
の開極速度が減速して遮断特性を低下させるおそれがある。
【００１３】
　本発明は上記の点に鑑みなされたものであり、図５に示した回路遮断器の構成をベース
として、可動接触子の接圧ばねとして接触子ホルダに組み込んだばね部材を巧みに活用す
ることにより、新たに部品を追加するなどの変更を要さずに簡易な構造で高い遮断性能を
確保できるように改良した回路遮断器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために、本発明によれば、回動式の橋絡形可動接触子を接触子ホル
ダに遊嵌保持し、過電流が流れた際に固定接触子と可動接触子との間に働く電磁反発力で
可動接触子を開極位置に向け駆動するようにした回路遮断器で、前記接触子ホルダには可
動接触子の接圧ばねとして機能する二組のばね部材を可動接触子の回転中心に対して軸対
称置に配置し、閉極位置で前記ばね部材のばね荷重で可動接触子の接点を固定接点に押圧
付勢するようにしたものにおいて、
　前記ばね部材の可動接触子に対する荷重作用点を、閉極位置近傍では可動接触子を閉極
方向に付勢し、開極位置近傍ではばね荷重の作用線の向きが反転して可動接触子を開極方
向に付勢するような位置に設定するものとし（請求項１）、具体的には次記のような態様
で構成する。
【００１５】
　(1) 前記ばね部材が捩じりコイル形のダブルトーションばねであり、そのばねの両端を
接触子ホルダに，中央のオフセットアーム部を可動接触子の背面に係合した上で、可動接
触子の回転中心と軸対称な位置に配置する（請求項２）。
【００１６】
　(2) 前記ばね部材に板ばねを用い、該板ばねを撓ませた状態で接触子ホルダと可動接触
子の背面との間に跨がってその回転中心と軸対称位置に架設する（請求項３）。
【００１７】
　(3) 前項(1),(2) において、閉極位置で橋絡形可動接触子の二つの接点に作用する接触
圧力のアンバランスを吸収して安定した接触圧を得るために、可動接触子の回転中心に前
記二組のばね部材の荷重作用点を結ぶ方向に沿った長穴を開口し、該長穴に支軸を通して
接触子ホルダに軸支保持するようにする（請求項４）。
【００１８】
  (4) さらに、電流遮断部の組立構造を簡略化するために、可動接触子を貫通する支軸が
接触子ホルダの支軸を兼ねた構造とする（請求項５）。
【００１９】
　(5) 前項(5) における可動接触子，接触子ホルダの支軸とは別に、横一列に並ぶ各相の
接触子ホルダを貫通した駆動ピンを設け、該駆動ピンを開閉機構に連繋させて各相の可動
接触子を一括操作できるようにする（請求項６）。
【発明の効果】
【００２０】
　　本発明では、接触子ホルダに可動接触子の接圧ばねとして機能する二組のばね部材を
可動接触子の回転中心に対して軸対称置に配置し、閉極位置で前記ばね部材のばね荷重で
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可動接触子の接点を固定接点に押圧付勢するようにした回路遮断器において、
　前記ばね部材の可動接触子に対する荷重作用点を、閉極位置近傍では可動接触子を閉極
方向に付勢し、開極位置近傍ではばね荷重の作用線の向きが反転して可動接触子を開極方
向に付勢するような位置に設定するものとし、ここで前記ばね部材としてダブルトーショ
ンばねもしくは板ばねを採用したことにより、
　短絡電流遮断時に固定接触子と可動接触子との間に働く電磁反発力により開極した可動
接触子を開極位置に保持し続けることができ、これにより極間に発生したアークを引き伸
ばした状態に維持することができ、かつ過電流遮断時の開極動作途中で可動接触子の速度
を減速させることなく後半ではさらに加速できて高い遮断性能が得られる。しかも、可動
接触子の接圧ばねとして備えたばね部材をそのまま使用し、部品の追加なしに可動接触子
との荷重作用点を変更するだけで簡単に対応できる。
【００２１】
　また、請求項４の構成によれば、電流遮断動作の繰り返しに伴う接点消耗の影響を抑え
て橋絡接触子の二つの接点に加わる接触圧力を安定よくバランスさせることができる。さ
らに、請求項５，６の構成を採用することで、構造の簡略化が図れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　本発明は、可動接触子の接圧ばねとして接触子ホルダに装備した二組のばね部材を活用
し、開極動作時における可動接触子の跳ね返りを防いで遮断性能の向上化を図るようにし
たものであり、前記ばね部材の可動接触子に対する荷重作用点を、閉極位置近傍では可動
接触子を閉極方向に付勢し、その手段として開極位置近傍ではばね荷重の作用線の向きが
反転して可動接触子を開極方向に付勢するような位置に設定したものであり、その具体的
な態様を次記の実施例に基づいて説明する。なお、各実施例の図中で、図５，図６に対応
する部材には同じ符号を付してその説明は省略する。
【実施例１】
【００２３】
　図１(a) ～(d) は本発明の請求項２に対応する実施例を示すものである。この実施例に
おいては、電流遮断部が基本的に図５の構成と同様であるが、可動接触子４の接圧ばねと
して接触子ホルダ５に装備した二組のダブルトーションばね７が次のように配置されてい
る。すなわち、可動接触子４を挟んでその上下に配したダブルトーションばね７は、可動
接触子４の回転中心に備えた支軸９に対して軸対称となるように左右に変位配置した上で
、ダブルトーションばね７の中央から突き出したオフセットアーム部７ｂを図５の構成と
比べて短小とし、該アーム部の先端を可動接触子４の背面に形成した係合凹部４ｂに嵌合
して可動接触子に掛合させている。
【００２４】
　かかる構成により、図１(a) の閉極位置では、ダブルトーションばね７のばね荷重ｆ1 
，ｆ2 が偶力として可動接触子４に働き、可動接点４ａを固定接触子２，３の接点に押圧
して接点間に接触圧力を加えている。この状態から主回路に短絡電流が流れ、その電磁反
発力を受けて可動接触子４が開極動作すると、支軸９を支点に可動接触子４は図１(b) の
状態を経て図１(c) の開極位置に回動する。ここで、固定接点／可動接点間の開極距離が
拡大するに連れてダブルトーションばね７のばね荷重ｆ1 ，ｆ2 の作用線の向きが図示ベ
クトルで表すように変化し、図１(b) の状態ではばね荷重ｆ1 とｆ2 とが互いに相殺しあ
って可動接触子４に作用するばね荷重がゼロとなり、この地点を通過してさらに開極距離
が増大すると、図１(c) で示すようにばね荷重ｆ1 ，ｆ2 の作用線が図１(a) と逆向きに
反転し、可動接触子４はこのばね荷重を受けて開極方向に付勢される。このばね荷重と可
動接触子の開極距離との関係を表す特性図は図１(d) のようになる。
【００２５】
　この結果、短絡電流遮断時の電磁反発力で開極する可動接触子４は開極行程の途上で大
きな減速力を受けることもなく、中間点（図１(b) の状態）を通過するとダブルトーショ
ンばね７のばね荷重ｆ1 ，ｆ2 を受けてさらに加速され、全開極位置に至れば電流遮断に
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より電磁反発力が消失しても、可動接触子４は全開位置から跳ね返えることなく開極位置
に保持されるようになり、これにより高い遮断性能を確保できる。
【００２６】
　しかも、図示構造から明らかなように、図５の構造と比べて接触子ホルダ５に部品を追
加することもなくて対応できる。
【実施例２】
【００２７】
　次に本発明の請求項３および４に対応する実施例を図２(a) ～(c) に示す。この実施例
では、先記実施例１におけるダブルトーションばね７を構造の簡単な板ばね１０に置き換
えて構成したもので、図示のように二組の板ばね１０を撓ませた状態で可動接触子４の上
下側背面と接触子ホルダ５との間に架設し、図２(a) の閉極位置では板ばね１０のばね荷
重ｆ1 ，ｆ2 で可動接触子４の接点を固定接点に押圧付勢している。また、可動接触子４
の回転中心には支軸９を通す軸穴が開口しているが、この軸穴は前記二組の板ばね１０と
可動接触子４との係合点を結ぶ線上に沿った長穴４ｂとして形成されている。
【００２８】
　かかる構成で、主回路の短絡電流による電磁反発力で可動接触子４が開極動作すると、
先記の実施例１と同様に極間距離の増加に連れて可動接触子４に作用するばね荷重ｆ1 ，
ｆ2 の作用線の向きが変化し、これにより可動接触子４は図２(b) の状態を経て図２(c) 
の全開極位置に保持されるようになる。また、可動接触子４の接点４ａは電流遮断動作の
繰り返しにより消耗し、その接点消耗量は橋絡形可動接触子４の両端に形成した二つの接
点の間で差異が生じるが、図示のように可動接触子４の中心軸穴を長穴４ｂとして支軸９
に遊嵌支持したことにより、接点消耗量のばらつきに関係なく、閉極状態では二組の板ば
ね１０のばね荷重を可動接触子４の二つの可動接点／固定接点間にバランスよく作用させ
て安定した接触圧力を与えることができる。
【００２９】
　しかも、ばね部材に板ばね１０を採用したことにより、実施例１のダブルトーションば
ね７に比べて部品の構造も簡単で接触子ホルダの小形化が図れる。
【００３０】
　次に、実施例１，２に係わる電流遮断部，およびその電流遮断部を３相分組み合わせて
構築した３相回路遮断器の組立構造を実施例３，実施例４として図３，図４に示す。
【実施例３】
【００３１】
　図３において、この実施例では３相回路遮断器を構成する各相の電流遮断部ごとに、先
記の実施例で可動接触子４の回転中心を貫通した支軸９を接触子ホルダ５の支軸と兼用し
た構成としている。
【００３２】
　すなわち、支軸９は接触子ホルダ５の回転中心に貫通させた上で、その軸端を電流遮断
部のケース１（二つ割り構造）の内側に形成した軸受部（図示せず）で支持し、可動接触
子４および接触子ホルダ５を回動可能に軸支している。さらに、前記支軸９と別に、接触
子ホルダ５およびケース１の側壁面に開口した円弧状の軸穴１ａを貫通する各相に共通な
駆動ピン１１を設け、この駆動ピン１１を左右一列に並べた各相の電流遮断部に通した上
で回路遮断器の開閉機構１２を介して操作ハンドル（ロッカーハンドル）１３に連繋させ
ている。
【００３３】
　上記構成で操作ハンドル１３をＯＮ，ＯＦＦ位置に倒すと開閉機構１２を介して駆動ピ
ン１１が上下方向に動き、これに連動して各相の電流遮断部の接触子ホルダ５が前記支軸
９を中心に回動して可動接触子４を開極，閉極位置に駆動する。
【００３４】
　この組立構造によれば、１本の支軸９を共用して可動接触子４および接触子ホルダ５を
回動可能に軸支し、さらに別な駆動ピン１１を各相の電流遮断部の間に跨がって架設した
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ことにより、少ない部品点数と簡易な構造で可動接触子４，接触子ホルダ５の回動支持，
および各相の電流遮断部と開閉機構１２との連繋が達成できる。
【実施例４】
【００３５】
　次に先記実施例３の応用実施例を図４に示す。すなわち実施例３（図３参照）の構成で
は、３相分の電流遮断部を左右に並べて結合した組立状態で、各相ごとに設けた支軸９が
一直線上に一致して並んでないと、駆動ピン１１を介して３相分の電流遮断部を連動して
ＯＮ，ＯＦＦ操作する際に、齧りなどが生じて円滑に連動操作できない問題がある。
【００３６】
　そこで、この実施例では前記組立精度のバラツキを補償して各相の電流遮断部を円滑に
連動操作できるようにするために、各相の電流遮断部に跨がって２本の駆動ピン１１を接
触子ホルダ５の回転中心からオフセットした位置に架設するとともに、各相の電流遮断部
に設けた支軸９については、３相のいずれか１相で定位置に軸受支持し、残る２相につい
ては支軸９の支持に多少のガタ分を持たせるようにケース１の軸受部に遊嵌支持し、前記
２本の駆動ピン１１を介して開閉機構１２から駆動力を各相の電流遮断部に伝達して接触
子ホルダ５をＯＮ，ＯＦＦ位置に駆動するようにする。
【００３７】
　これにより、各相の電流遮断部を結合した状態で組立精度に多少のバラツキがあっても
、齧りなどの不具合を生じることなく各相の電流遮断部を円滑に連動操作させることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施例１に対応する電流遮断部の動作説明図で、(a),(b),(c) はそれぞ
れ閉極，開極途中，開極位置の動作状態を表す図、(d) は極間距離とばね荷重との関係を
表す特性図
【図２】本発明の実施例２に対応する電流遮断部の動作説明図で、(a),(b),(c) はそれぞ
れ閉極，開極途中，開極位置の動作状態を表す図
【図３】本発明の実施例３に対応する３相回路遮断器の組立構造を表す分解斜視図
【図４】本発明の実施例４に対応する３相回路遮断器の組立構造を表す分解斜視図
【図５】本発明の実施対象となる回路遮断器の従来における電流遮断部の構成図で、(a),
(b) はそれぞれ内部構造を表す平面図，側面図、(c) は可動接触子と接触子ホルダとの組
立構造を表す斜視図
【図６】図５の動作説明図で、(a),(b) はそれぞれ閉極，開極位置の動作状態を表す図、
(c) は極間距離とばね荷重との関係を表す特性図
【符号の説明】
【００３９】
　１　　電流遮断部のケース
　２，３　固定接触子
　４　　可動接触子
　４ａ　可動接点
　４ｂ　長穴
　５　　接触子ホルダ
　７　　ダブルトーションばね（ばね部材）
　７ｂ　オフセットアーム部
　９　　支軸
１０　　板ばね（ばね部材）
１１　　駆動ピン
１２　　開閉機構
１３　　操作ハンドル
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